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今月の紙面から

広報報道担当では、常用漢字と新聞用字用語集を基本に、市独自の用字用語を定めて編集しています。
電話＝☎、ファクス＝ FAX、メール＝メール、ホームページ＝ＨＰ、フェイスブック＝ＦＢとして表記しています。また、市民のみなさんの居住地は、コミュニティ地区名で表記しています。

ＭＲワクチン２期の予防接種期限は
３月31日（金）まで（４ページ）

団地再生シンポジウム� 2

寄贈してくださいこんな本、「としょかんへ行こう」� 3

ホームビジットで新しい出会いを！� 5

春の引っ越しシーズンに向けてトラブルを避けるために、「転ばぬ先の杖」� 7

間違っていませんか？　あなたのダイエット、「メッセージ」� 8

妊娠・出産・育児を切れ目なくサポート！、「健康むなかた21」� 9

宗像市人権教育・啓発基本計画、「パブリック・コメント」� 2

世界遺産関連遺産群フォトコンテスト入賞作品決定、「ふるさとから世界遺産を！」� 2

沖ノ島の黒曜石、「時間旅行ムナカタ」� 3
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行　政

平成29年2月15日号

移
住
し
て
よ
か
っ
た
！

　宗像の自然に触れながら、親子で楽しい時間を
過ごせる機会をつくりました。人と自然のつなが
りを肌で感じてみませんか。
●日時　３月18日（土）10:00～14:30
●集合場所　池野コミセン
●対象　市に在住する小学生以下の子どもと保護者
●定員　抽選で12家族
＊１家族の人数は問いません。
　ただし、大人は２人まで
●参加料　１組3,000円
（イチゴ狩り、昼食、お菓子作り、
体験代を含む）
●託児　無料
（５カ月～未就学児）
●申込締切日時　３月１日（水）
　　　　　　　　12：00

むなかたスマイルプロジェクト

●申込方法
▽電子申請＝市 ＨＰ http://www.city.munakata.
lg.jp/→電子申請→「むなかたスマイルプロジェ
クト」
＊電子申請で申し込む場合は、抽選
結果のメールが届くように受信設
定をお願いします
▽ハガキ＝①代表者の住所、氏名
　（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、メールアド
レス②参加者全員の氏名（ふりがな）、年齢、性別
③何を見て応募したか④託児を希望する人は、子
どもの氏名（ふりがな）、生年月日、性別を明記
して（〒811-3492／住所不要／秘書政策課あて）
＊申込締切日時必着
＊抽選結果は当選家族のみ３月３日（金）にメールか
郵送で連絡します

スケジュール
●受付　10：00～（池野コミセン）
●イチゴ狩り　10：30～
　　　　　　　（玄海いちご狩り農園）
●体験活動①　11：15～
▽手作り工房「間優間」さんと
　イチゴを使ったお菓子作り
▽食進会さん直伝宗像の郷土料理
　「とりすき」（鶏のすき焼き）作り

●昼食　12：15～
●体験活動②　13：00～
▽みまもり隊さんと一緒に遊ぼう！
▽パパもママも友達をつくろう
　「ゆるっと交流会」

＊体験活動①②は１家族が２手に分かれ
て参加

●解散　14：30

QRコード

親子であそぼう！
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岡
市
出
身
の
裕
美
さ

ん
は
、「
宗
像
は
自
然
豊

か
で
空
気
が
お
い
し
く
、

散
歩
が
楽
し
い
で
す
。
子

育
て
支
援
も
充
実
し
て
い

て
、
子
育
て
に
は
と
て
も

良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
雄
介
さ
ん
の
両
親
か
ら

は
、「
孫
の
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
す
る
声
を
聞
け
る
の

が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
体

調
を
崩
し
た
時
に
も
身
の

回
り
の
世
話
を
し
て
も
ら

う
な
ど
、
三
世
代
で
支
え

合
う
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。

＊
移
住
・
定
住
の
助
成
制

度
に
つ
い
て
は
秘
書
政

策
課
定
住
化
推
進
担
当

☎
（
36
）
１
２
８
４
へ

問
い
合
わ
せ
を 新居でのびのびと暮らす

子どもたち

り
上
げ
て
い
る
姿
に
地

域
の
温
か
さ
を
感
じ
ま

し
た
」
と
元
田
さ
ん
。

赤
間
の
人
た
ち
も
「
あ

ん
た
の
店
に
足
を
運
ん

じ
ゃ
る
け
ん
」
と
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

宗
像
に　
　
　

Ｕ
タ
ー
ン
し
て

　「
自
然
の
豊
か
さ
な

ど
、
当
時
は
何
も
思
わ

な
か
っ
た
も
の
が
、
大

人
に
な
っ
て
魅
力
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

赤
間
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
こ
れ
か

ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き

ま
す
。

＊
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
も
紹
介
し
て
い
ま

す

　

市
で
は
、「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た
教
育
環
境
の
中
で
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減
少
が

進
む
中
、
市
の
移
住
・
定
住
の
助
成
制
度
を
活
用
し
た
移
住
者
の
増
加

も
あ
り
、
市
の
人
口
は
増
加
し
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宗
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「春のむなかたウキウキッ体験」

■問い合わせ先
　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055
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赤間宿で夢を
かなえた元田さん


